
研究者の重要な活動の 1つ に,研究に関連す

る文献の収集 と管理がある。オンライン情報検

索時代を迎えて,文献の収集は大変効率的にな

り,研究に必要な文献は容易に, しかも多量に

収集できるようになった。 しかし,収集 した文

献のコレクションに対する研究者レベルの文献

情報管理は,ま だ機械化されていないのが現状

である。

研究者が収集 した文献群は,非常に関連性が

高い。それをデータベース化 して,分野の動向

分析や技術評価などに利用すれば,研究開発の

生産性は高 くなる。 ここでは,研究者の文献情

報管理に役立つ,汎用性の高いパソコン用ソフ

トを開発することを目的 とする。

引用文献データベースは,文献の書誌項目で

ある種別 。文献番号・著者 。標題 。出典 。発行

年 と,各文献の末尾にある引用文献 とで構成す

る。引用文献は入力が困難なため,大規模な文

献データベースには採用されていない。そこで ,

引用文献の入力問題を解決するために,次 のよ
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データベース作成 I

パソコンによる引用文献

データベースの開発

O浅井 勇夫
*

研究者が収集 した文献のコレクシ ョンをデータベース化 し,分野の動向分析や技術評価に利用す

るパソコン用ソフ トを開発する。作成する引用文献データベースは,文献の書誌項目と引用文献で

構成する。引用文献は,入力が困難なため,利 用されていなかったが,登録文献だけを対象 とし,

かつ著者索引の支援による,簡単な入力方法を開発 した。 5種類のランク, 8種類の索引,10種類

の分布グラフが出力できる。また,各文献の ReferatiOnS(=CitatiOnS+Documents+References)

をもとにした,引 用検索 (Referation Search)が可能である。

1 . は じらわに うな方法を開発した。

① 引用文献は,文献ファイルに登録した文献

だけを対象とする。

② 引用ファイルは,文献番号で構成する。

③ 著者索引を表示して,入力を支援する。

操作性を高 くするために,多数の索引ファイ

ルを作成する。 5種類のランクリス ト, 8種類

の索引リス ト,そ して計量的文献分析手法を適

用した10種類の分布グラフを出力する。また,

検索を支援する多数の情報を画面に表示して,

キーワードや著者などによる検索や新しい文献

の 属 性 ReferatiOnsを 利 用 し た 引 用 検 索

(Referation Search)を ,パ ソコンとの対話を

通して,行なうことが可能である。

2.シ ステムの概要

システムの設計でもっとも考慮 した点は,研
究者やそれを補助する者が,容易に利用できる

よう,① 入力項目を少なくすること,② 操

作性を高くすること,こ の 2つ であった。次に

システムの概要を説明する。

-21-
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2.1 機能概略

① 文献ファイルを作成するとき,著者索引・

標題索引 。出典索引などを表示して,入力作

業を支援する。

② 文献 は 1レ コード256バ イ トのランダム

ファイルに蓄積し, lMバ イトのディスク 1

枚に,約 2,000種 の文献を処理する。

③ 引用ファイルは,文献番号で構成し,著者

索引の支援により作成する。

④ 多数の索引ファイルを作成して,各種の検

索や分析を高速化する。

⑤ 著者 。出典 。キーワード・Referationsの ラ

ンクリストや著者 。出典・標題・KWIC索引

リストなど,13種類の情報を出力する。

⑥ ブラッドフォード分布, ロトカ分布,寿命

分布などの計量文献分析を行なう。

⑦ キーワード・著者・出典の各ランクと索引,

そして発行年と種別の索引などの情報を表示

して,検索を支援する。

③ 文献 のReferations(=Citations十

Documents+References)も 検 索 で き,

Referationsを 用いて,関連性の高い文献群

を3種類の関連性の測度を使って検索する。

⑨ 検索ファイルは,AND,OR,NOTを 使っ

て操作でき,著者ABC順 ,発行年順にソート

して画面に表示,プ リンタに印刷,そ してフア

イルに保存する。

2.2 操作概略

ジョブは,フ ァンクションキーを押したり,

最下行に示されるメニューとの会話により進行

する。操作の途中で [3マニュアル]を押すと,

使用法の簡単な説明が画面に表示される。第 1

図は,初期画面を示す。画面構成とカラー表示

は,次のように設定した。

[画面構成]

1行 日 :処理中のジョブを左上に表示

2～ 18行日:情報の表示画面で,処理ルーチンに

より1～ 3分割して表示

19行 日 :フ ァンクションキーを示し,現在処

理中のジョブは紫色で表示

最下行日 :各種のメニューやコメントを表示,

指示に従って入力

【引用文献管理 】E:Fferiit1L,r, ALai).a1s i, IrrfirrrBlrr{s i.114(i.i

デ タ 総  数 延  数     作    成 年   月   日

献

者

典

年

別

題

文

著

出

発

種

標

1 1

8

2

5

15

60

71

79

45

5

69

89

1578

1160

1160

1160

1160

6730

文 献

キ ー

引 用

分 布

索 引

索 引

索 引

推 定

文 献 フ ァ イ ル

引 用 フ ァ イ ル

84/08/20

84/08/30

84/09/27

84/09/27

84/09/27

84/09/27キ ー ワ ー ド

引 用 文 献

被 引 用 文 献

『
E「どF“ TII刊Чll

1160

1160

1160

5075

5075

1 1310

本 日 の 日 付   84//10/05

〔HELP]  B付 の訂正

第 1図  初期画面
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[カ ラー表示]

白色 :入力操作が必要

黄色 :普通の情報を表示

緑色 :索引などの注目すべき情報を表示

赤色 :文献番号やエラーメッセージなどの重要

な情報を表示

2.3 ハー ドウェアの構成

① パ ソコン本体 :漢字ROM付 きPC一

9801

② ディスプレイ :カ ラー高解像度CRT

③ デ ィ ス ク:8イ ンチ (l MB用 )

④ プ リ ン タ :漢字プリンター

⑤ 増 設 RAM:256Kバ イト増設

2.4 ソフ トウェアの構成

主に N88-BASIC(86)で プログラ ミング

し,ソ ー トやマージなどの一部の処理は,マ シ

ン語 を使用 した。初期画面のジョブの選択 に

よって,各処理ルーチンを呼び,実行する。プ

ログラムの全容量は,中間言語で約180Kバイ

トである。

2.5 使用 した引用文献データベース

情報科学の研究分野の Referation Analysis,
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Informetrics関係の文献を使用 した。文献の総

数は,1,160編である。データベースの内容は,

初期画面 (第 1図 )に 表示される。

3.引 用文献データベースの作成

3.1 文献ファイルの作成

文献ファイルは,だれでも客観的に入手でき

る項目を選び,種別 。文献番号・著者 (3人 ま

で)。 標題・出典 。発行年で構成 した。初期画面

で [1文献 IN]を 押すと,文献ファイルの作成

モー ドになる。

第 2図 は,文献ファイルの作成画面を示す。

画面は上下に 2分割 し,上部は文献データ入力 ,

F部 |ま 各種の索引を表示する。常に [10作成 ]

で,文献追加の状態になつている。カーソル移

動は [→← ↑↓CR]を 使用する。 [9索 引]を

押すと,入力画面のカーソル位置により,文献

番号・著者 。標題・出典 。発行年の 5種類の索

引のうちの 1種類が表示される。[.CR]と [,CR]

を使って,索引は上下にスクロールできる。文

献データを訂正するには,[1呼 出]を 押 し,訂

t1!ff Il'll Epfer'airjrn Hnal,irrE, Irri,:,r[r:i[r 1,:s iliiiirl

十
∴
一師

「
・‐
Ｔ
ｌ
■
■

」杵
．膚
］

*■1未 所 有 ■1論 文 |■ 1短 文 IⅢ ■ 籍 .■ 引 用 有

X出 典 の コ 別 は 8桁 で す

x[→ ← ↑ ↓CR INS OEし ]

種 :l
||| 1111■

菫  車
電  増

13FEら |:|,7, 1,ll

遊田  日百

= 二日
|::I TATII二 |:I i■ LI日 Y OF FEI:IIF'HEPF.L T卜 IEl]FIE= IN F、 N EXF'AN□ INIFi FE=EAFII「 :日  

「

FI]NT

" 
由 _1.lHF T―■.ア

=|―

■|:

:手 ::千言 1■ ::::= 早凸‖1

一宰

Ｐ

，

■1●●::,==ニ

ユ:● 5■ ==4

1こ ■il===

11〔:i====

11● 5■ ===

11● 5■ ===

11057==ヨ

■1● コ
==|ヨ

:二 |

A=I三 i.

A=三
=.

・̂ =1==

A=I=,

AiII].

A=I El・

三i暮 ―
=,14'-lSi

=IFi―

‐1.■■―
==

=ユ
ー■,115-1■ ■

=ユ

ー
=.1■

■-1=中

=4-■
,1=■ -1=5

=4-1.5。
一■■

■4-5,■ 50-=55

14-5,:ヨ 54-1事 5'7

●ILLETT,'.

祀]●二.E.

LE●
=.「

.=.H.■ .

FloEし ,「 .

BF□ A□」!3.F.N.

LAVA'11,=.目 .」 .

VEF:に EY,A.N.

に■二:HTANEに ,T.F:

ニ ロ
=T三

 き‖ THE り
=重

 1〕
「

 NE二 RE=

=|〕

―■1'ATI!二 IH -1日

^L==1= ,≒
Ⅲ藤 TH

■二■'F[■ ■
= i」

F rIEL□
= ===i巨

簑 |コ ロ

F高 llTiコ F:= AFFEI「「1情 ら ■■Li円巨 EI

AH I,lVE=TI=∴ TI[il ]F T卜 1置  ∵AL

t′ ALIBIT■  ■F I:1lTAT[ON I::Fll TER

F, |::Lり
=iTE' AN高

LViI=l IF FIETRI

日|:||:|」

“

ENT I]L」 嘔iTEFIIN=, I_1=IN=

呼 出 登 録 マニlア

"

終 了 印 刷 SW ァイlSW ファイ: lu x e, lrt.i {f d

第 2図 文献ファイルの作成画面
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正する文献番号を入力して,データを呼び出す。

訂正後に [2登録]を押 して,保存する。

文献は,1レ コー ド256バ イ トのランダムファ

イルとして,保存する。1レ コー ドのフォーマッ

トの内容を次に示す。

[1]種 別 (1桁 )0:未 所 有 1:論 文

2:短文 3:書 籍 4:引 用有 (黄色 )

[2]文 献番号 (4桁 )た えず赤色で表示

[3～ 5]著 者 (20桁 )3人 まで入力可能 (緑

色 )

[6]標 題 (128桁)連続 して空白が 2個現われ

る所までを標題 とみなして,キ ーワー ドを切

り出す (黄色 )

[7]出 典 (35桁 )識別は最初の 8桁,出典の

省略形は出典索引で確認 して,入力 (自 色 )

[8]発 行年 (4桁 )4桁 の西暦年 (黄色 )

[9]そ の他 (24桁 )

3.2 引用ファイルの作成

大規模な文献データベースは,書誌項目のほ

かにアブス トラク トやディスクリプタを付与す

る場合が多い。DIALOGに ある SCI,SSCIは ,

それらの代わ りに引用文献 を入力する1)。 これ

を利用して,科学技術情報を計量的に研究する

引用分析が多数行なわれている2)。

ISI社 の SCI,SSCIに おける引用文献は,第

1著者,出典の省略形,巻・号 。頁 。発行年で

構成 してあり, リス トされた全部の引用文献を

入力する。 これには,大変な労力 とメモリが必

要である。 ここでは,特定の分野に関する文献

のコレクションであるから,引用文献の入力は,

文献 ファイルに登録 した文献だけに限定 した。

引用ファイルは,文献番号で構成するので,

文献の書誌データを入力 したのと同じ効果があ

る。 したがって,第 2・ 第 3著者や標題を含ん

でいるため,Referations関 係 を用いた分析を

いっそう豊かなものにする。

初期画面で [2引用 IN]を 押すと,引用ファ

イルの作成モー ドになる。第 3図 は,引用ファ

イルの作成画面を示す。画面は 3分割 されてお

り,上部に対象 とする文献の内容,中央部に引

用文献,下部に著者索引を表示する。常に [9

索引]モ ー ドになつている。

【引用文献管理 】
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第 3図  引用ファイルの作成画面
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[1呼 出]を押 して文献番号を入力すると,

上部に文献の書誌データが表示される。引用文

献が登録 してあれば,中央部に表示される。

入手した文献の引用文献の著者名を入力する

と, 2分探索により,そ の著者索引が画面に表

示される。著者索引は,上下にスクロールでき,

該当する文献が見つかれば,緑色で示される。

l～ 6の著者索引コー ドを入力する。 これを最

後の引用文献 まで繰 り返す。 [6引 用]で入力が

正 しいことを確認 して,[2登録]す る。引用デー

タを作成するとき,発行年 と重複文献のチェッ

クを自動的に行なう。引用文献を削除するとき

は,[7削除]を使用する。

3.3 索引ファイルの作成

検索や分析を高速化するため,索引ファイル

を作成する。初期画面で [5索 引]を選択する。

第 4図 は,索 引ファイルの作成画面の[3マ ニュ

アル]の一部で,39種類の索引ファイルと5種

類の分布ファイルを示す。

更新する索引ファイルに対応するファンク

ションキーを押すと,ジ ョブは実行する。ソー

第 21回情報科学技術研究集会発表論文集

卜はヒープソー トを使い,マ シン語で処理する。

ファンクションキーの処理内容 と,1,160文 献の

処理時間を次に示す。

[6文献] ソー ト :19分 55秒

(1)著者 :著者20桁 +発行年 4桁

(2)出 典 :出 典 8桁 +発行年 4桁

(3)発行年 :発行年 4桁 +著者 8桁

(4)種別 :種別 1桁 +発行年 4桁 +著者 5桁

(5)標題 :標題 8桁十発行年 4桁

[7キ ーワー ド] ソー ト:37分 38秒

(6)キ ーワー ド:キ ーワー ド12桁 十発行年 4桁。

標題から 3文字以上連続する文字列を取 り出

し, ス トップワー ド (AND, FOR, FROM,
NOT,SOME,THE,WITH)を 除外。

[8引用] ソー ト:7分 17秒

(7)引 用文献 :引 用文献 4桁十発行年 4桁 +著

者 1桁

(8)被 引用文献 :被 引用文献 4桁十発行年 4

桁 +著者 1桁,引用文献の転置ファイル

(9)ReferatiOns:被 引用文献十文献 +引 用文

献の結合。
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第 4図 索引ファイルの リス ト
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4.4 索 引 フ ア イ ル の リ ス ト

1■ 文 献 :],|:i‖ -1卜 |｀ :]:[=引 用 コ の 処 理 で 、 39種 類 の 索 引 フ ア イ ル を 作 成 し ま す 。

ま た 、 1:十 分 布 |:1の 処 理 で 、 5種 類 の 分 布 フ ア イ ル を 作 成 し ま す 。

1 名 前   順 フ   順 ボ   転 置   転 ポ   ラ ン ク  分 布
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[9分布] 推定 。分布 :9分 21秒

(10)ブ ラッドフォード分布 :出典データから,

5種のモデルのパラメータを推定

01)ジ ップ分布 :キ ーヮード・データから,ジ ッ

プ分布を作成

0)ロ トカ分布 :著 者 データ 。Referations

データのそれぞれについて, 3種のモデルの

パラメータを推定

(lD 成長・寿命分布 :発行年データから,成長

分布を,ま た被引用データから寿命分布を作

成。

なお,分布を推定するには,データがたくさ

んあるほうが望ましい。上記の作成時間は,PC
-9801Eと 8イ ンチ・ フロッピーを使用した場

合である。ハー ドデイスクやコンパイラが使用

できるようになれば,作成時間は短 くなる。

4.引 用文献データベースの利用

4.1 リス ト

作成 したデータベースの内容を,い ろいろな

角度から出力する。 ここでは,文献群全体を,

また次節では任意の文献群をあつかう。 5種類

のランクリスト, 8種類の索引 リス ト,10種類

の分布 グラフの出力が可能である。

初期画面で [6リ スト]を選択 し,処理に対

応するフアンクションキーを押す と,ジ ヨブは

実行する。 この処理を行なう前に,初期画面で

[5索引]を選択 し,索引ファイルや分布ファ

イルを作成 してお く。

[1ラ ンク]は ,上位50位 までのランクを 5

種類表示する。従来の文献 データベースにな

かった Referations関 係の 1青 報が得 られる。 5

種類のランクリス トを次に示す。

① 著者 。出典 。キーワー ド

|12), ReferatiOns,CitatiOns,References

(3)Referations

④ CitatiOnS

t151)References

[2索引][6 KWIC][7引 用]は , 8種類

の索引を任意のタームから表示する。第 5図 は,

KWIC索引 と文献の Referationsリ ス トの 2

種の例を示す。Citationsや Referencesの 数を

含み,発行年の新しい順に表示する。 8種類の

引            作成 : 84/10/05
(文献数 : 1160)

[引 用文献管理 : 6-6]  K   W   I   C   索

分 野 : Referatlon Analysls& InfOrmetrlcs

NO:FDocN=YrCltRef                        K∪ IC

1:41133=84
2:11069=83
3:41115=83
4:41102=83
5:4110'=83
6:41032=82
7:41018=82
8:10982‐ 31
9:10958=31

10:10,78=81

0 1
1  5
0  5
0  6
0 10
0 47
0  0
1 25
1  4
1  5

9  0  8
32  0 31
14  0 13
7  1  5

28  4 23
9  5  3
8  6  1

24  7 16
13  7  5
14  3 10

+E: A CITAT10N ANALY = BIBL10METRICS IN INFORMAT10N SCIENC
A COMPARISON OF A BIBL10METPIC APPROACH ANO AN HISTOR

+RNALS IN COMMUNIC = A BIBL10METRIC EVALUAT10N OF CORE JOU
+ICAL RESEARCH     = A BIBヒ 10METRIC ANALYSIS OF PHARMACE∪ T

十tLABORAT10N: A REVI = BIBL10METRIC STUDIE:S OF RESEARCH C0
+NDAT10NS, METHODS A = B IBI_10METRICS ― ITS THEORETICAL FOU

TO A BlBL100RAPHY OF BIBL10METRICS ANO CITAT10N INOEXIN6
6ENERAヒ  BIBL10METRIC― MODEヒ S

+∪ CCESS PHENOMENON AND BIBヒ 10METRIC PROCESSES , S― BREEDS― S
十BLEM ― APPLICAT10N TO BIBヒ 10METRIC PR08LEMS = VANTAGE PR0

[引 用文献管理 : 6-7]  ReferationS Iリ  ス ト           作成 : 84/10/05
分 野 : Referation Analysis & InfOrmetriCS (文 献1数 , 1160)

文献番号 : 0360   発行年 : 1981   種 別 : 論 文    4C  23R
著  者 :ASAI,I.
標   題 : A SENERAL FORMULAT10N OF BRADFORD´ S DISTRIBUT10N. THE GRAPH-ORIEN

TED APPROACH
出  典 : J.ASIS, 32-2,113-119           その他 :

No:F00cN=Yr CdrCltRef Autbor        Title                      Sourc e

1:11078=84
2:41110=83
3:11081=83
4:10,78=81
5:10860‐ 81
6:10597=78
7:10607=78
8:10605=78
9:10592=77

10:10586=77

ETO,H.
SCHUBERT,A.
SUMMERS,E.6.
KANTOR,P.B.
ASAI,I.
PRAUNLICH,P.
BR00KES,B.C.
DROTT,M.C.
B00KSTEIN,A.
LEIMKUHLER,F

BRADFORO LAU IN R&D EXPAND
QUANTITATIVE STUDIES OF SC
BRADFORD´ S LA∪  AN[)THE RET
R16oRous SOLuT10N OF THE C
A GENERAL FORMULAT10N OF B
BRADFORD´ S DISTRIBUT10N. A
FREOt'ENCY― RANK OISTRIBUT10
AN EMPIRICAL EXAMINAT10N 0
PATTERNS OF SCIENTIFIC PR0
0PERAT10NAL ANALYSIS OF にI

SCI一 MET.6-3,1
SCI― MET.5-3,1
REAO.RES.0.19
P.ASIS, 18,28
J.ASIS, 32-2,
J.ASIS, 2,-2,
J.ASIS, 29-1,
J.ASIS, 29-5,
J.ASIS, 28-4,
lNF.PRO.MA.13

第 5図  KWIC索 引, Referationsリ ス ト
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索引リストを次に示す。

①文献   ②著者   ③出典

④発行年  ⑤種別   ⑥標題

⑦ KWIC ③ Referations

情報現象を科学的に研究する計量文献学

(BibliOmetrics)は ,情報科学の領域で, もっ

とも理論的な側面をもつ分野である。データの

収集が困難なため,すなわちカウントデータで

年単位のため,今まで簡単に適用できなかった。

しかし,デ ータベースの作成で,各種の分布デー

タは,自 動的に作成することができる。ここで

は,10種類の分布分析を行なう3)。

第 21回情報科学技術研究集会発表論文集

⑥ ジップ分布 (キ ー)

⑦ ロトカ分布 (著者)

8)ロ トカ分布 (Referations)

⑨ 成長分布

⑩ 寿命分布

4.2 引用検索

引用検索は,文献の Referationsの 関係を用

いて,あ る文献に関連性の高い文献群を検索す

る,新 しい文献検索手法である。ディスクリブ

タを用いた検索とは異なった,検索結果が得ら

れる。

引用分析 (Citation Analysis)の 分野では,

【引用文献管理 】

1:サ  .ヽ = d i● ● ●| ■ 1

1=● .=444■

■, 日(:「諄 =「  1(1,コ il「1/■ )

卜:= 4● ■.■ 1   5=0.=555■

1], 、′ = :● qll ■ =● lrl■●11 + =う

==ど
,■ 5.1)0■

' = 1・雪FE:im ■ 
「

,in3

■= ●.二■■,二    ■=を■を,■ウ,I

ユ, ∵ = P l●・1(1 , ■■1

P==.=● ●
=1   9=5==.[■

5

F:l,「 1, こ 」 1●鬱(“ |七  十 11

i= 424.'i   t= 0.474■

F(:日 ) = F llコ コ(1+口
“

)「 1■ q11+9)

'= 4■
1.'て

'   9=■
.1()‡事|ロ

5i FI(「 1:, = れ 11=嗜|`:「1/1」 + 1:, + 1.1

L=1lι 5.ア4   ●= ().● iFツ

(,= ―■55■ .1て ,

、′ = ミ 1● g`、: + 嗜, ■ し

ま=0.=4=]o   し=1.1)(:,4`ン 5

嘔=● .● 0(,1て,   er「●
「

=(」 .〔 ,1■ ■
=

[■ リ ス ト 〕    P,千
=l‐

atl嘔in ∴nAl、■.:t、  , I「 ,fc,|¬ ||● ■ドュc= 111に ,`,,

1[iCi

で,

累 ==

薇

文 ■}

数

%

)=.rN)t ド  分  布

1出 典 総 数

.論 文 総 数

'114.:].●

i●      .[,1     ‐::1

10g〈 出典 ラ ンク )

=●
     1●●

%

第 6図 ブラッドフォー ド分布

分布グラフは,[8特性][9頻度][10年 齢]

キーで選択する。第 6図 は,出典に関するブラッ

ドフォード分布のグラフを示す。10種類の分布

グラフを次に示す。

① 特性分布 (出 典)

② 特性分布 (キ ー)

③ 特性分布 (著者)

④ 特性分布 (ReferatiOns)

⑤ ブラッドフォード分布 (出典)

引用文献 (References:Cited Papers)と 被引

用文献 (Citations I Citing Papers)は ,区別し

て用いられる。引用文献 と被引用文献 とは,互
いに逆の関係にある。5,000編 の引用文献データ

から,被引用文献データは 2～ 3分で作成でき

るЭ ここでは,次のような新 しい文献群を定義

する。

Referations

‐CitatiOns+DOcument+References

-27-
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2つ の文献間の関連 1生 を測るため,1963年 に

M.M.Kesslerは References間 の カウ ン トを

も とに,「彗言′志、糸古・合 (lBibliographic Coupling)

を,ま た1973年 に H.Smallは CitationS間 のカ

ウントをもとに,共引用 (Co― citation)を 提案

した。ここでは,Referations間 のカウントをも

とにした,新 しい関連性の測度を考える。第 7

図は,新しい文献 と古い文献の関連度数を表わ

す。 この図から,書誌結合や共引用を含むこと

とともに,引 用文献 と被引用文献 とのカウント

を含むことがわかる。

に得られた新しい測度であり,こ れは関連度数

と関連性 1と の中間的な測度である。

初期画面で[7検索]を押すと,引用検索モー

ドになる。第 8図には,引用検索画面の 1例を

示す。画面は上下に 2分割し,上部は検索に関

する表示,ま た下部は検索を支援する情報を表

示する。[6索引 SW]は ,次の 9種類の情報を

表示する。

① 文献番号 ② キーランク ③ キー索

引 ④ 著者ランク ⑤ 著者索引 ⑥ 出

典ランク ⑦ 出典索引 ③ 発行年索引

――一 - 1:111〕 Ы =83 SI」 MM[RS,E.6.

=========2:10860=31 ASAI,I,
3:10808=78 BOICESCU,V

4:lo567=77 NAPIN,F.

Clt ETO,H.
SCHLIB[F′ T,A.
[.|」 MMER3,[.6.
KANTrDR,P.B.
ASAI,I.
PRAUNL ICH,P.
BP00rES,3.C.
DPrl「 T,M.1].
3 10KSTEIN,A.

▲

li__

「

~~

V

1:11078=84
2:41110=83
3:11081二 1'3

4:10'78=81
5:108こ ,(〕 =8」

6:105,7=78
7:10607=78
8:lo`,05=78
,:1〔 15,2=77
10:10586=77
11:10527=76
12:10525=76
13:10119=75
14:10090=73
15:1〔 ,137=7.3
16:10156=72
17:10285=71
18:10〔〕70=70
19:10「 111‐ 6,
20:100ζ,9=69
21:2016`=`.9
22:102'60=´ .。

23:100'3=67
24:20319=67
25:10035=62
26:10081‐ 60
27:10705‐ 55
28:10008=二 14

Pef
LEIMKuH[[P,F.
PP10E,D.」 .DE.
HASPEPs,」・H.  ―――――― E,:1〔1525=76
POF'E,A・        ――――一- 6:10119=75
LAUANl,S.M.
SAFγ EヽE｀ノIC,T.  ======== 7:lo137=73
UILκ INSON,E.A        8:101a4,71
NAPANAN,s.           91lo13`=71
6〔)FFMA卜 1,U.    

― - 10:11:'070=70
BR00KES,B.[.  ―――- 11:10011=6'
6(〕 FFMAN,w.    ―――- 12:10〔 |● 9‐ 69

BR00に ES,8.[.
FAIRTHOPNE,R. 

―
- 13:10260=69

14:10010‐ 68
LEIMKl」 HI[P.F. ―――― - 15:l III[1つ 3‐ 67

6Poos,o.、 ′.          16:102‐ 6二 o7
00LE,P.F.           17:10066‐ 66
K[NDALL,M.1).  ――

一
- 18:10081二 60

sIM〔 ,1,H.A.          1':3「 1261=4'

BRADFOREl,=.〔 .       2o:000〔 19=48

[lt
HASPERS,」 .H.
FOPE,A.

SARACEVIC,T,
TAVL OR,L,」 .

SARA〔_EVI[_,T.
130F「 MAN,U,

Doc

|

ヤ
BR00卜 ES,3.C. Ref.
6[!FFMAN,W.

FAIRTHORN[,P.
8P00KE S,B.〔 ・
L EIMKUHLER,F.
60FFMAN.U.
61LCHRIST,A.
KENDALし ,M.6.
ZIPF,t・ .k.
BPADFO辰10,S.0.

第 7図 文献860と 137の 関連度数

ここで用いた関連性の測度を定義すると,次

のようになる。

① 関連度数=Z
② 関連性 1=Z/(X+y― Z)

③ 関連性 2=SQR(z3/X/y)
ここでは,文献 aの ReferatiOns Aの 文献数

をX,文献 bの Referations Bの 文献数をy,

Aと Bに 共通な文献数をZ(=A∪ B)と する。

多数の測度が考えられるが,検索結果の絶対的

な評価基準がないため, どの測度がよいか,簡

単に決められない。上記の関連性 2は ,経験的

⑨ 種別索引

また,[7引用 SW]は 7種類の情報を表示す

る。

① Referationsラ ンク ② CitatiOnSラ

ン ク ③ Referencesラ ン ク ④

Referations ⑤ 関連度数 ⑥ 関連性 1

⑦ 関連性 2

これらは,Fキ ーを押すごとに順に進む。[7

引用 SW]の (1)～ (4)は 文献の ReferationSが 検

索され,(5)～ (7)は 文献に関連の高い文献群が検

索される。第 9図は関連度数,関連性 1,関連
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◎ 検 索 式 表 示

1コ

iコ

=コ

4コ

iコ

`]

:11■

5,

177

52亡 |

==

14

=F

キ ー (:=ITハ IIINl,

著 者 帖 AFFIEL日 ,E.,

出 典
`_1.Ali l El,,

種 別 (:1,

引 用
`:●

1:li::,,

関 連 度 数 ,:(,I]i`Ⅲ:::il l

関 連 性 2′  Ⅲ:=星■|■

`引
用 亘申神 |∴ [ヽ関 連 性 2■:嘔:神 ■:L:IⅢ :■

1引 用 ■■■●:■ ■F月 連 性 2`` `Ⅲ :、 :Ⅲ :‐ :

索

　

引

=■
4 1:IIIれ TI● 日

1'■ ==IEN=E

l■ , =IIIENTlF::に|

150 LITERATLII:IE

l■ l INFOPMハ TION

1== Aヽ AL了
=II=

=ユ
 FE=EAFじ H

7' ■OLIRNAL=i

74 」●LIFINAL

7= Ll=E

5' CITATl■N=

5' 31LI口 7

56 0,A口 F]P日

5` Lハ tl

5■  FIETPI EVAL

呼 出 登 録 マ1171 終 了 印 刷 SW 索 引 SW 引 用 SW 検 索 操 作 '1表 示

[7 検 索  ]    Fifげ atlⅢ 白 A「嗜 1ヽ 弔 ls ξ lnf引‐net「 ェIs (114中 ,
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【引用文献管理 】

11:10156=72
12:1006'=69
13110119=75
14:10525=76
15:10148=48

7M
10M
9M

10M
12M

第 8図 引用検索画面

◎ReferatiOns
851:10851=79 30T
852,10852=80  3T
853:10853=80 13T
854:40854=7,  7T
855:00855,80  4T

8C 21R
lC  lR
3C  ,R
6C  OR
3C  OR

856:10856・ 80
857:10857=81
858:10858=81
859:10859=81
860:10860=81

19T
,T

10T
14T
28T

4C 14R
2C  6R
2C  7R
4C  9R
4C 23R

861:00861‐ 78  2T  lC
862:40862=7, 15T  6C
863:00863=78  3T  2C
864:40864=79 15T  6C
865:108ど う=80  2T  lC

28M
17M
16M
15M
14M

28T
76T
53T
50T
63T

6:10567=77
7:100,3・ 67
8:10'82=81
9:10137=73
10:41031=82

12M 103T
12M  45T
llM  27T
llM  20T
llM  32T

1lM
10M
10M

'M9M

31T
31T
32T
12T
33T

◎関連度数(0860)
1:10860=81
2:00009=48
3:10011・ 69
4:10260・ 69
5:40736=77

◎関連性 1(0860)
1:10860=81
2:10137=73
3:10525=76
4:10982=81
5:10011=6,

◎関連性 2(0860)

.297

.290

.250
,246

28M
llM
9M

llM
16M

6:10260=69
7:10156=72
8:41031=82
9:10605=78
10110'78=81

238 15M
22, 1lM
224 1lM
209  ,M
207  6M

11:10090=73
12:10069=69
13:10070=70
14:10119=75
15:10093‐ 67

206
204
200
200
197

1:10860‐ 81
2:10011=69
3:10260=69
4:10107‐ 73
5:00069=48

1.55
1.54
1.52

28M
16M
15M
llM
17M

6:10525=76
7:10982=81
8:40736=77
9:10156=72

10:こ 1031=82

11:10093=67  1
12:10069・ 69  1
13:10119=75  1
14:10978‐ 81  1
15:10605=78  1

加

帥

帥

帥

知

一

７

７

６

５

４

一

第 9図  関連度数,関連性 1,関連性 2の例

される。第 9図 は関連度数,関連性 1,関連性

2の表示例である。文献番号を入力すると,数

秒で関連性の高い順に,文献 と指数が表示され

るので,必要な文献数を入力する。

検索は,情報表示画面に示されるコードの入

力によって進行する。この方法は,キーボード

の前で,何を検索してよいか,わ からない検索

者に役立つ。検索結果は,通常の検索 と同様に,

順に番号がつけられ,検索番号 。文献数・検索

内容が表示される。該当する文献 を蓄積すると

きに,重複文献 を除外する。検索番号を使って,

操作 (AND,OR,NOTの 論理演算・ ソー ト・
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[引 用文献管理 : 7-10-1]  31  用  検  索   リ  ス  ト     イ1成 : 84/10/05
分 野 : Referat10n Analys■ 5&1∩ fOrmet「 lcs(文 献数 : 1160)

0関 連性 2(0860(1.52))

1:10860=81
2:10011‐ 6'
3:10260=69
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削除)や 3種類の表示を行なう。第10図 は,検

索結果の表示例である。

5。  おわ り:こ

ここでは,研究者レベルの小規模な引用文献

データベースの作成 と利用を目的 とする,パ ソ

コン用ソフトを開発 した。ネックになっていた

引用文献の入力に対 して,非常に簡単な入力方

法を開発 した。ランクリス ト・索引リス ト・分

布グラフなど,23種類の情報を表示する。さら

に,多 数 の情 報 に支 援 され た 検 索,ま た

Referationsを も と に し た 引 用 検 索

(Referation Search)を も試みた。

大規模な文献データベースは,書誌項目・ ア

ブス トラクト・ ディスクリプタから成る。 ここ

で開発 したような方法で,引用文献ファイルを

追加し,引 用検索が可能になれば,文献データ

ベースの付加価値は増大するであろう。

第10図 検索結果の表示例

今や研究開発競争は激化 している。研究者は,

パーソナルなデータベースを作成し,そ れに支

援 されて,研究 (COmputer― Aided Research)

をすすめる時代がやってきたのだと痛感する。
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質 疑 応 答

質間 中村幸雄―以下 2間一

予稿集に「分野情報の収集に新 しい展望が開けた」とあるが,詳細を解説してほしい。

回答 従来の検索は,キ ーワー ドなどで文献集合をつ くり,出 力していた。現在は Referationsリ スト

を使って,文献間の関連性を知ることができるようになった。

質問 狭い分野の興味をもっている著者についての情報はわかるが,必ずしも主題 ということと|ま 直

接関係 しないわけか。

回答 著者だけでなく,キ ーワー ドも出力される。

-31-


